
① ②

ビーズの幅で
針を落とす

糸が短くなってきたら裏で玉止めをしましょう。
新しい糸は③の場所から裏から針を出し、続けます。
ビーズ刺繍用の糸も売っていますが、なければ手縫い用糸を二重にして使用しても。
ハードフェルトを使うと針が戻りやすく、やり直しやすいですが、一般的なフェルトでも作れます。
ブローチ以外にもワッペンとして縫い付けたり、ストラップに加工してもいいですね。
縁をブランケットステッチで囲んでアレンジしてもすてきです。

半分（２個）の
所から針を出す

③

半分のビーズに針を通し、新
しいビーズを通す。

図案（約 5ｃｍ×5cm）

バックステッチでビーズを通しながら刺繍をしていきます。
ビーズの大きさに合わせて針を刺していくときれいです。
①玉結びをした糸をハードフェルトの裏側からスタートしたい場所へ刺す。
②ビーズ（目安として４個）を針へ通し、ビーズの大きさ分、先へ針を刺す。
③半分のビーズの場所へ裏から針を出し、半分をビーズに通す。そのまま新たなビーズを
　針に通し、　②→③を図案に沿って繰り返す。

ビーズ刺しゅうの仕方

・ビーズ
　白（サイズ /丸小）
　銀（サイズ /特小）
・ビーズ用針
・糸
・ハードフェルト
・フェルト（裏用）
・チャコペーパー
・布用ボンド
・ブローチピン

別の色でも！

用意するもの どこでも T A R O ア
ト
リ
エ

TARO ビーズ
刺
繍

①
②

③

④ ⑤

画像の見本は
TOHO ビーズ
・白 / 丸小ビーズ
　No.PF2101
・銀 / スリーカットビーズ
　（特小）No.711
を使用しました。
それぞれ１パックで 2個く
らい作れる分量です。

ブローチピンは先に縫い付けてから

1.図案をハードフェルトに転写する

2.アウトライン→面ビーズ刺繍をする

3.裏面のフェルトとボンドで接着する

4.乾いてから形に沿ってハサミで切る

アウトラインは赤、面はオレンジの線で進めます。
面は外側から埋めていきましょう。
使用する個数は実際にビーズを並べながら決めます。
面を埋める際、ビーズを無理につめると浮きができるので、
余裕がある方がきれいです。


